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近代日本にとって日中関係はきわめて大きな意味を持つ。対中国政策の決定が重要課

http://www.allinfo.top/jjdd


題であるのは、現代に限ったことではない。しかしこれまでの日中関係史研究は、陸
軍と外務省の政策対立に焦点を絞って進められてきた。陸軍の政策中心の研究では、
日本が日中戦争に至るまでの軌跡を説明することはできても、海軍を中心に戦われた
日米戦争を解明するのは難しかった。本書は、日露戦争後から太平洋戦争終結時まで
の時期を対象に、日本の政策決定に果たした海軍の役割を実証的に解明した画期的な
論考。
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